
ま
し
た
。

　
ま
た
市
営
住
宅
維
持
管
理

業
務
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
、「
住
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
は

な
く
、
管
理
経
費
の
縮
減
が

目
的
だ
」
と
指
摘
。「
住
民

の
高
齢
化
や
貧
困
化
で
、
管

理
運
営
上
の
課
題
が
生
じ
、

行
政
に
よ
る
き
め
細
か
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
時
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
は
、
住
民
の

生
活
安
定
と
社
会
福
祉
の
増

進
に
逆
行
す
る
も
の
だ
」
と

反
対
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
避
難
所
と
な
る
中

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
機
設

置
の
実
施
設
計
、
消
防
自
動

車
の
更
新
整
備
な
ど
に
は
賛

成
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
に
立
つ
井
上
議

員
＝
９
日
、
大
阪
市
議
会

本
会
議
場

た
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）

を
大
阪
湾
の
埋
め
立
て
地
・

夢
洲
で
開
業
す
る
た
め
の
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
係
る
現

況
調
査
を
府
市
が
前
倒
し
で

肩
代
わ
り
す
る
費
用
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案

を
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
井
上
浩
議

員
は
反
対
討
論
で
、
Ｉ
Ｒ
の

事
業
化
に
向
け
た
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
は
、
本
来
事
業
者

の
選
定
後
に
、
事
業
者
自
ら

の
責
任
で
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
、
行
政
が
公
金
を
建
替

え
て
実
施
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、「
住
民
合
意

も
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｉ

Ｒ
誘
致
に
つ
い
て
国
の
基
本

計
画
す
ら
策
定
さ
れ
て
い
な

い
段
階
で
実
施
す
る
の
は
言

語
道
断
だ
」
と
批
判
。「
ル

ー
ル
を
逸
脱
し
た
現
況
調
査

に
は
、
公
平
性
や
客
観
性
も

担
保
さ
れ
ず
、
Ｉ
Ｒ
へ
の
前

の
め
り
の
特
別
待
遇
の
公
金

支
出
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な

い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
消
費
税
増
税
に
伴
う
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
に
つ
い

て
、
普
及
率
わ
ず
か
14
％
の

同
カ
ー
ド
の
所
持
者
し
か
利

用
で
き
ず
、
国
の
準
備
不
足

は
明
白
で
、
個
人
情
報
の
流

出
へ
の
備
え
な
ど
安
全
対
策

に
も
不
備
が
あ
る
と
指
摘
。

「
消
費
税
増
税
で
国
民
に
５

・
７
兆
円
の
負
担
を
押
し
付

け
な
が
ら
、
消
費
の
落
ち
込

み
を
回
避
す
る
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
自

体
、
本
末
転
倒
だ
」
と
述
べ

　
大
阪
市
議
会
は
９
日
の
本

会
議
で
、
カ
ジ
ノ
を
核
と
し

カ
ジ
ノ
誘
致
へ
補
正
予
算
可
決

ル
ー
ル
違
反
の〝
特
別
待
遇
〟

大阪市議会共
産･

井
上
浩
議
員
が
反
対

shikai
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